
Surgical Pathology Update（SPU）2008 開催される

　日程は 6 月 13 日（金）から 15 日（日）の例年通り金土日に、湘南国際

村 Shonan International Village で 開 催 さ れ た。Course Director は 例 年 通 り

Mary1and 大学の Steven G. Si1verberg 教授と東海大学の長村義之教授が務めた。

今年のテーマは、「Head and Neck Tumor and Endometrial Surgical Pathology」
で、Guest Faculty は上記の他、Lester D.R. Thompson 先生（Woodland Hills 
Medical Center）、長尾俊孝先生（東京医科大学病院病理部）、森谷鈴子先生（国

立病院機構名古屋医療センター研究検査科病理）にお願いした。2 泊 3 日の合

宿により、スライド鏡検を中心とした実習と解説が行われた。参加費は IAP
会員が 45,000 円、非会員が 55,000 円で、宿泊費、会場費、食事代、事前の病

理ガラススライド配付、当日のハンドアウトなどを含んでいる。日本からは

43 名で、アジアから 3 名、Faculty 4 名、IAP 日本支部役員は長村、橋本、根本、

松原が参加した。このセミナーの �嬉しい� 特徴であるいわゆる �リピーター�

と呼ばれる先生方が約半数おられた。なんと初回から皆勤賞の先生が３人で

あった。

　今回も、会場の若手の先生方から多くの活発なデｲスカッションがなされ、

日米のオーソリテｲを招いて interactive な生涯教育という本セミナーの目的に

合ったものとなった。３日間の泊まりがけのセミナーの形式も定着して、毎晩

の Silverberg 先生、Thompson 先生を交えての懇親� セミナー� も遅くまで活

発に �アルコールも入って更に interactive に� 繰り広げられた。出席された皆

様は、病理診断の知識という収穫のみならず、国際面も含めた友情の輪をお土

産に持って帰られたことと思います。

　サクラファインテックジャパンから近藤さんをはじめ心のこもったお手伝い

をして頂いた。Silverberg 先生の講義はすべて Power Point となり、いつもな

がらの長い経験からの含蓄に富んだものでした。Thompson 先生の響き渡る声

は、内容もですが素晴らしいものでした。南アフリカ出身で、代々牧師さんの

家系とか。子供の頃から広い教会で大きな声を出す練習をしていたのだそうで

す。長尾先生と森谷先生も素晴らしく綺麗なスライドと流暢な英語で立派な講
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演をしてくださいました。アジアからの参加者はタイか

らご夫婦と女性が 1 人参加されました。もう 1 人予定し

ていたのですが、ドタキャンであったようです。

Dr. Sayoomporn Karaluk (Royal Navy Hospital, 
Thailand)
Dr. Anant Karaluk (National Cancer Institute, Thailand)
Dr. Woranart Pongsapipatt （Royal Navy Hospital, 
Thailand)

の 3 人で、大変熱心に聴講されました。

　Thompson 先生は SPU の前、京都大学の中嶋先生の

招きで京都へ寄って湘南へ来られました。

　プログラムを記載しておきます。

SPU2008 PROGRAM
Day 1 (Friday, June 13)

11:00- Registration 
11:30-13:00 Lunch
13:00-13:10　Opening and Welcome
 (R.Y. Osamura, M.D.)
13:10-14:30　Hormonal Pathology of  the Endometrium
 (S. G. Silverberg, M.D.) 
14:30-15:00 Cof fee

15:00-16:00　"WHO Would Have Thought?" 
(this will be an update on the entities in the 
WHO classification which are now newly 
named or included in the 2005 classification)  
(L.D.R. Thompson, M.D.)

16:00-17:00　Endometrial Hyperplasia and Carcinoma 
 (S. G. Silverberg, M.D.)
18:30- Dinner and Reception

Day 2 (Saturday, June 14)

08:30-09:30　"What is a Small Round Blue Cell Tumor Anyway?"
 (L.D.R. Thompson, M.D.)
09:30-10:00 Cof fee

10:00-11:30　Endometrial Carcinoma (Part 2)
 (S. G. Silverberg, M.D.)
11:30-13:00　Lunch

13:00-14:00  Update on Salivary Gland Tumors
 （T. Nagao, M.D.）
14:00-15:00　Spindle Cell Lesions of  the
 Upper Aerodigestive Tract
 (L.D.R. Thompson, M.D.)
15:00-15:30　Cof fee

15:30-16:30　Cellular Change/Metaplasia of  the Endometrium
 (S. Moritani, M.D.)
16:30-18:30　Consultation Cases with Faculty
19:00- Dinner

Day 3 (Sunday, June 15)

08:00-09:30　Slide Seminar on Head and Neck Tumors
 (L.D.R. Thompson, M.D.)
09:30-10:00　Cof fee

10:00-11:30　Slide Seminar on GYN Pathology
 (S. G. Silverberg, M.D.)
11:30-11:40　Summary of  SPU2008
 (S. G. Silverberg, M.D.)
11:40- Adjourn (see you next year)

タイからの3名の参加者

Dr. & Mrs. Thompson and Silverberg

Dr. Silverberg Dr. Thompson

Dr. & Mrs. Thompson　Dr. 長村　Dr. Silverberg
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終了後のアンケート結果：回答数は 22 名。（％表示）

　　　　　 Scale　１　２　３　４　５　６　７

Course materials:
Handouts Poor   5 14 9 23 50 Excellent
Projected materials Poor    14 9 23 55 Excellent
Information content:
Amout Too little   5 36 23 9 27 Excellent
Timeliness Outdate    14 23 14 50 Excellent
Pract. val. Useless    5 9 27 59 Useful
Overall satisfaction:
Disappointed     10 24 67 Fully satisfy

　SPU2008 を行うに当って、次の協賛企業に大変お世話に

なりました。ここに改めて御礼を申し上げます。

Mainly sponsored by

Sakura Finetek Japan Co., Ltd.〈サクラファインテックジャパン株式会社〉

Jointly sponsored by

Daiichi-Sankyo Co., Ltd.〈第一三共株式会社〉

CRC Co., Ltd.〈株式会社臨床病態医学研究所シーアールシーグループ〉

Bunkodo Co., Ltd.〈株式会社文光堂〉

FUKUOKA KENMEISHA Co., Ltd.〈株式会社福岡研明社〉

TEIJIN PHARMA LIMITED〈帝人ファーマ株式会社〉

Olympus Corporation〈オリンパス株式会社〉

Seiko Co., Ltd.〈正晃株式会社〉

UCC Ueshima Coffee Co., Ltd.〈UCC 上島珈琲株式会社〉

Sysmex　Co., Ltd.〈シスメックス株式会社〉

ISHIYAKU PUBLISHERS, INC.〈医歯薬出版株式会社〉

Eisai Co., Ltd.〈エーザイ株式会社〉

　なお、次回の SPU2009 は第 10 回目の記念となります。

Guest faculty には、Mayo Clinic の神経病理学の Bernd W. 
Scherthauer 教授をお迎えし、5 月 29，30，31日に同じく湘

南国際村で開催予定です。子宮と神経腫瘍の外科病理が

テーマとなる予定です。皆様、奮ってご参加ください。

2008年病理学教育セミナーのお知らせ
IAP日本支部主催、日本病理学会後援

　今回の開催地である松山市は空港から近く、多くの観光

地が市内中心部や近隣にあり、路面電車やバスで有名な道

後温泉なども巡ることができます。会場の松山市総合コミュ

ニティセンターは、伊予鉄松山市駅、JR 松山駅のいずれか

らもバスでは約 3 分、徒歩でも 10 分程度の距離にあり、ア

メニティに優れたところです。是非、多くの先生方のご参

加をお待ちしております。

日　時：平成20年11月22日（土）9：00 ～ 17：15
場　所：松山市総合コミュニティセンタ－（愛媛・松山）

予　定：教育シンポジウム9：00 ～ 11：45

　今回の教育シンポジウムは、昨年の教育セミナーのアン

ケート等でご要望が多かった「子宮頸部の細胞診」について

の企画です。

主　題：子宮頸部の細胞診New Wave
– Bethesda systemとLiquid based cytology –

モデレーター：加耒　恒壽

　（九州大学医学研究院保健学部門）

柳井　広之

　（岡山大学医学部・歯学部附属病院病理部）

1. 子宮頸部細胞診 overview
　加耒　恒壽

　　（九州大学医学研究院保健学部門）

　柳井　広之

　　（岡山大学医学部・歯学部附属病院病理部）

2. 子宮頸癌のスクリーニング戦略から治療まで～婦人科の立場から～

　今野　良

　　（自治医科大学さいたま医療センター産婦人科）

3. Bethesda system　用語とその細胞像

　三上　芳喜

　　（京都大学医学部附属病院病理診断部）

4. Bethesda system使用の実際　

　方山　揚誠

　　（八戸市民病院　臨床検査科）

5. Liquid Based Cytologyの現状

　谷山　清己

　　（呉医療センター／中国がんセンター）

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

◎当日はご自由にご参加下さい（会場費3,000円、ハンド

アウト代含む）。その時に病理専門医の更新に必要な参

加証をご用意いたします。5単位が得られます。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

IAP日本支部総会　11：45 ～

スライドセミナー

　1時限目　13：00 ～ 15：00
　　*A-1　骨髄の病理（MDSなど）

　　　大島　孝一（久留米大学医学部病理学講座）松山市総合コミュニティセンター
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　　*B-1　子宮内膜症とその関連腫瘍

　　　本山　悌一（山形大学医学部人体病理病態学教室）

　　C-1　甲状腺腫瘍、新WHO分類を中心として

　　　加藤　良平（山梨大学大学院人体病理学講座）

　　D-1　軟部腫瘍

　　　橋本　 洋（産業医科大学第一病理学講座）

　2時限目　15：15 ～ 17：15
　　*A-2　膵腫瘍性病変の病理

　　　諸星　利男（昭和大学医学部第一病理学教室）

　　*B-2　肺の外科病理update
　　　中谷　行雄（千葉大学大学院医学研究院診断病理学講座）

　　　松原　修（防衛医科大学校病態病理学講座）

　　C-2　悪性リンパ腫関連疾患

　　　吉野　 正（岡山大学大学院病理学）

　　D-2　皮膚付属器腫瘍

　　　清水　道生（埼玉医科大学国際医療センター病理診断科）

* 印は新規のコースです。病理専門医の資格更新単位とし

て 10 単位が得られます。受講料：1 コース IAP 日本支部

会員 6,000 円、非会員 8,000 円です。

今年度は事前送付資料の内容が複雑ですので、以下の条件

をご確認のうえ、同封の参加申込用紙（ハガキ）にてご応

募下さい。A-1, B-1, A-2, B-2 の新規 4 コースの送付資料は

バーチャルスライド（DVD-R）で、Windows と Mac に対

応致します。C-1, C-2コースはバーチャルスライド（DVD-R）

で、Windows のみに対応致します。D-1 , D-2 コースは、

ガラス標本をお送り致します。

【訂正とお詫び】雑誌「Pathology International」６月号と

「臨床病理」6 月号に折り込んだ参加申込用紙（ハガキ）の

内容で、以下の誤りがありました。吉野正先生の「悪性リ

ンパ腫関連疾患」コースのコース名を C-1 と記載しており

ますが、正しくは、C-2 です。不手際をお詫び申し上げます。

なお、このたび IAP 会報に同封したハガキは訂正したもの

をお送りしています。

2008年IAP日本支部・病理診断学術奨励賞の公募

IAP日本支部では2008年の「IAP日本支部・病理診断学術

奨励賞」を下記の要領で公募します。

記

賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞

応募資格：日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時

40歳未満）の病理医（IAP日本支部の会員か否

かは問わない）

選考対象：2007年1月から12月の間に雑誌に公表された

診断病理分野における優れた英文論文（1編）。

但し、留学先での仕事ではなく日本での仕事

のみ。筆頭著者を原則とする。

受賞者数：3名以内

賞の内容：賞状と副賞（10万円）

応募方法

推薦、自薦ともに可とするが、推薦を原則とする（しかし、

推薦者がいない場合も受付ける）。

申請時に必要なもの：

1）応募者の履歴書

2）推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推薦

人がない場合）

　推薦書および応募理由書ともA4用紙2枚以内（書式は

問わない）

3）論文の別刷7部（1部はオリジナル、他はコピー可）

4）応募の締切：2008年9月15日（当日の消印有効）

5）宛先：〒173－8610　板橋区大谷口上町30─1　日本大学

医学部病態病理学系病理学分野　IAP日本支部事務局

内「IAP日本支部・病理診断学術奨励賞」選考委員会宛

選考方法・発表

IAP日本支部が指名する「IAP日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会から

の外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋

のIAP日本支部年次総会における表彰式に参加する。ま

た、受賞者をIAP日本支部のNews Bulletin紙上に加え、日

本病理学会、日本臨床細胞学会の機関誌に公表する。

第 4回 APSMI開催される

　 第 4 回 APSMI(Asia-Pacific Society for Molecular 

Immnohistology) が 6 月 25 － 27 日に、長村先生の会長

のもと Malaysia の Penang 島の ParkRoyal Hotel で開

催された。直行便がなく、クアラルンプールかシンガポー

ル経由での飛行便となった。美しい海岸線、熱帯的な樹

木、美味しい果物、世界のリゾートである。立派なホテ

ルで食べ放題の食事はみんな学会費に含まれていた。

　学会の主たるテーマは“Molecular Immunohistology 

In Surgical Pathology Practice“ で あ り、25 日

に は Precongress workshop と し て、“Applied 

Immunohistology and Molecular Techniques in 

Pulmonary pathologyのセッションの関係者
長村、前田、石川、Kwon、Cho、Chong Pek Yoon、Clarke、松原、Wannakrairot（左から）
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Surgical Pathology”が行われ、26 日午前には OB-Gyn 

Slide seminar、午後には Pulmonary pathology、27 日

午前には Hematopathology、午後には Head and Neck 

Pathology が行われた。オーストラリアの Dr. Anthony 

Leong, アメリカの Dr. Jennifer Hunt, マレーシアの Dr. 

Norain Karim、Dr. Suat Cheng Peh、タイの Dr. Sanya 

Sukpanichnant、香港の Dr. Gary Tse などが moderator

として会を盛り上げられた。

Pulmonary pathology のセッションを韓国の Dr. Sang 

Ho Choe と一緒に松原が moderator を務めたので少し

紹介させていただきます。

1.Prof .  Sang-Ho Cho, Korea: Small  peripheral 

adenocarcinoma of the lung: new development and 

recent advances.

2.Dr. Yuichi Ishikawa, Japan: Subclassification of lung 

adenocarcinoma: genotype-phenotype correlations.

3. Dr. Angela Chong Pek Yoon, Singapore: Hiccups in 

pulmonary cytology.

4. Prof. Shotaro Maeda, Japan: Making a definitive 

diagnosis of mesothelioma by effusion cytology ― 

Use of cell transfer method or cell block method for 

immunochemical staining.

5 . P r o f .  Kun  Young  Kwon ,  K o r e a :  C l i n i c a l 

characteristics and pathologic interpretation of small 

airway diseases.

6. Prof. Toyoharu Yokoi, Drs. Toshiaki Suzuki, 

Katsunori Hashimoto, Tsutomu Kawabe,  Kazuyoshi 

Imaizumi, Yoshinori Hasegawa, Shigeo Nakamura. 

Japan: Immunohistochemical profiles of interstitial 

pneumonias focusing on differentiation of UIP and 

NSIP.

7 .Dr .  Be l inda  C larke ,  Austra l i a :  Pu lmonary 

lymphoproliferative diseases.

8 . Pro f .  Osamu Matsubara ,  Japan :  Mimics  o f 

Malignancy in Respiratory Pathology.

以上が 8 人の speaker と演題名です。熱心な聴衆を前に、

各 speaker も熱のこもった講演を行いました。会場はホ

テルの広い会議室ですが、大変に冷房が効いて正直寒い

ほどでした。

Business meeting では、長村会長の APSMI への貢献が

高く評価され、立派なお皿に感謝の言葉の書かれたもの

を受賞された。盛大な拍手とともに。なお、根本先生が

日本側の評議委員に選出された。次の第 5 回 APSMI は

Prof. Jiang Gu が中国 Shantou 市で開催することとなっ

た。次期会長はタイの Prof. Pongsak Wannakrairot が

選出された。

第2回日本─台湾合同
スライドカンファレンスのご案内

　第2回日本-台湾合同スライドカンファレンスを下記

の要領で開催いたします。今回はRobin A. Cooke先生

（Brisbane, Australia）をお招きし、特別講演をお願いし

ました。スライドカンファレンス終了後、市内観光と当日

夜には懇親会が予定されていますので、多数の参加をお

待ち申し上げます。

記

日　時：平成20年9月6日（土）8：30 ～ 12：30

場　所：「NTT夢天神ホール」

福岡市中央区天神2─5─35岩田屋7階

一般演題：日本側と台湾側から各5症例を提示

会　長：橋本　洋（産業医科大学第一病理学）

The 2nd Japanese-Taiwan Conjoint Slide Conference
September 6, 2008 (Saturday)

NTT Nume-Tenjin Hall (Iwataya 7F), Fukuoka, Japan

General information:

Presentation time: 15 min for each case (5 min for discussant, 
5 min for presenter, and 5 min for free discussion). 
Equipments are available only for PC-based presentation. 
Presentation f iles should becreated using Microsoft 
PowerPoint 2002 or 2003 preferentially for the Windows 
platform (e.g. Windows XP). Functions of  those made by 
Macintosh will not be secured. Files should be carried by 
an appopriate storage medium such as USB flash drive and 

講演を終えて白ワインで乾杯　Clarke、石川、横井、松原（左から）

Malaysia dancers と Kwon、長村、加藤、松原（左から）
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CD-R to be easily handled at the reception counter.
Scientific Program

08:30-09:00　Registration
09:00-09:15　Opening Ceremony

Opening Address(Dr. Hiroshi Hashimoto, 
President of  IAP Japanese Division)
Opening Address(Dr. Chien-Feng Sun, 
President of  IAP Taiwan Division)
Open ing  Address (Dr.  Yosh iyuk i  R . 
Osamura, Vise President of  IAP)

09:15-10:30　Slide Conference (1) (5 cases)
T-1 Ying-Tai Jin, Department of  Pathology, 

National Cheng Kun University
J-1 Masaru Takase, Department of  Human 

Pathology, Juntendo University School 
of  Medicine, Tokyo; T-2 Shun-Chen 
Huang,Department of  Pathology, 
Chang Gung Memorial  Hospital , 
Kaohsiung Medical Center

J -2  Noki taka  Setsu ,  Depar tment  of  
Anatomic Pathology, Kyushu University

T-3 Li-yu Lee, Department of  Pathology, 
Chang Gung Memorial  Hospital , 
Linkou

10:30-10:45　Coffee break
10:45-11:15　Special lecture  Dr. Robin A. Cooke
 (Brisbane, Australia)

�The Influence of  European Medicine 
(Pathology) on Japan and Taiwan�

11:15-12:30　Slide Conference (2) (5 cases)
J-3 Xiaoyan, Department of  Pathology, 

Tokai University School of  Medicine
T-4 Chen-Yun Kuo,  Depar tment  of  

Pathology, Taichung Veterans General 
Hospital

J-4 Y.Yonemori,Department of  Diagnostic 
Pa tho log y,  Gradua te  Schoo l  o f  
Medicine, Chiba University

T-5 Hsuan-Ying Huang, Department of  
Pathology, Chang Gung Memorial 
Hospital, Kaohsiung Medical Center, 
Chang Gung Univeristy-College of  
Medicine

J -5  Tosh i ak i  S ano,  De pa r tmen t  o f  
Human  Pa tho log y,  In s t i t u t e  o f  
Health Bioscience, The University of  
Tokushima Graduate School

問い合わせ先：IAP日本支部事務局

（日本大学医学部病理学教室内）

〒173─8610 東京都板橋区大谷口上町30─1

Tel：03─3972─8111 Fax：03─3972─8163

宿泊と交通に関する問い合わせ先：

ワールド・エアー・システム（WAS）

　〒815─0082 福岡市南区大楠2─10─9

　Tel：092─523─6674　Fax：092─523─6684

　E-mail:order@kakuyasu-was.com

　http://kakuyasu-was.com/

IAP2008アテネに向けて

IAP副会長（アジア）　長村義之

　皆様ご存じのように本年10月12日から17日までギリ

シャのアテネにてXXVIIth International Congress of the 

International Academy of PathologyIAP国際会議が開催

されます。多くの会員の皆様がご出席の予定と存じます。

　会長のGeorge Kontogeorgos MD, PhDは、内分泌病理

の大家で何度か来日されたこともあり、大変な親日家で

す。日本支部からの大勢の参加を期待されています。

　www.iap2008.comでウェブサイトに入ることが可能です。

是非ご覧ください。

　Kongogeorgos会長は、ご自身がオペラの作曲家で、

“Opening ceremonyはハップニングが?!”との伝言です

ので、素晴らしい曲が聞けるかも知れません。

　学術的には、会員の先生方におかれましては、様々なプ

ログラムに参加されることと存じます。モントリオールの

会議から早くも2年が経ってしまいました。アテネにおい

ては、先生方が病理学の新しい情報を入手されると同時

に、国際的な友情を高められることを祈念しております。

会期中に2014年のIAP国際会議の開催地が決定されます。

アジアからは、バンコクが手を挙げると聞いています。

　では、皆様にアテネでお目にかかるのを楽しみにして

おります。

あとがき：暑中お見舞い申し上げます。News Bulletin 

2008 No.3をお届けします。本号では、すでに終了したイ

ベントの報告に加え、今秋、福岡で開催される第2回日台

スライドカンファレンスとアテネで開催される国際病理

学会総会そして松山で開催されるIAP教育セミナーのご

案内を掲載しました。同封中には、本部のBulletin、日台ス

ライドカンファレンス申し込み用紙、スライドセミナ－

参加申込の返信用葉書があります。皆様のご参加をお待

ちしています。どうぞ良い夏休みをお過ごし下さい。

173−8610東京都板橋区大谷口上町30−1
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